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日ごろの感謝を込めて
　母の日を前にしたペーパーカーネーション
作り。子どもたちは大好きなお母さんにプレ
ゼントするため心を込めて世界に一つだけの
花を作りました。（5月12日、子ども館）



の
割
合
は
建
物
火
災
全
体
の
9
割
を
占

め
、
平
成
17
年
に
は
過
去
最
多
の
1
、

2
0
0
人
を
超
え
、
昨
年
も
全
国
で

1
、
1
8
7
人
も
の
人
が
犠
牲
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

死
因
の
う
ち
、
6
割
が
火
災
に
気
付

く
の
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る「
逃
げ
遅

れ
」。
特
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
逃

げ
遅
れ
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
、
大
変
憂

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
住
宅
へ
の 

設
置
が
義
務
化

　

火
災
を
早
期
に
発
見
し
て
、
す
ば
や

く
避
難
す
る
こ
と
に
よ
り
死
者
を
少
し

で
も
減
ら
そ
う
と
平
成
16
年
6
月
に
消

防
法
が
改
正
さ
れ
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
火
災
予
防
条
例
を

一
部
改
正
し
、
新
築
住
宅
は
平
成
18
年

6
月
1
日
か
ら
、
既
存
の
住
宅
は
平
成

20
年
5
月
31
日
ま
で
の
設
置
を
義
務
化

し
ま
し
た
。

6
月
1
日
は
住
宅
用
火
災
警
報
器 

普
及
促
進
デ
ー

　

県
で
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
一
層

の
設
置
促
進
を
図
る
た
め
、
6
月
1
日

を「
千
葉
県
住
宅
用
火
災
警
報
器
普
及

促
進
デ
ー
」と
し
て
、県
内
各
消
防（
局
）

本
部
で
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
、
市
消
防
本
部
で
も

6
月
1
日
か
ら
1
年
間
、
市
内
各
所
で

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
は
じ
め
各
種
防

火
用
品
の
移
動
展
示
を
行
い
ま
す
。
い

ま
一
度
わ
が
家
の
防
火
対
策
を
見
直

し
、
大
切
な
家
族
と
財
産
を
火
災
か
ら

守
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
ま
し
ょ
う
。 

悪
質
な
訪
問
販
売
に
は 

く
れ
ぐ
れ
も
注
意
を

　
「
法
律
が
変
わ
っ
て
、
す
ぐ
に
火
災

警
報
器
を
設
置
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く

な
り
ま
し
た
。
付
け
な
い
と
罰
則
が
あ

り
ま
す
よ
」と
う
そ
を
つ
い
た
り「
消
防

署
か
ら
点
検
に
来
ま
し
た
」と
言
っ
て
、

火
災
警
報
器
を
高
額
な
値
段
で
売
り

付
け
る
被
害
が
す
で
に
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

消
防
署
や
市
が
直
接
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
消
防
署
の
名
を
語
る
な
ど
、
悪
質

な
訪
問
販
売
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　
「
火
災
警
報
器
を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」「
今
だ
け
」「
あ
な
た
だ
け
」

と
訪
問
し
て
く
る
業
者
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
、被
害
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
☎
23
‐

1
1
6
1
）へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
消
防
本
部
予
防
課︵
☎

20
︲
1
5
9
1
︶ま
た
は
住
宅
用
火

災
警
報
器
相
談
室︵

0
1
2
0
︲

5
6
5
︲
9
1
1
︶へ
。

さまざまな防火用品が並ぶ「防火フェスタ」

死
因
の
6
割
が 

﹁
逃
げ
遅
れ
﹂

　

近
年
、
建
物
火
災
に
よ
っ
て
亡
く

な
る
人
が
急
増
し
て
い
ま
す
。
中
で

も
住
宅
火
災
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
人

も
う
設
置
し
ま
し
た
か
？
住
宅
用
火
災
警
報
器

6
月
1
日
は﹁
千
葉
県
住
宅
用
火
災
警
報
器
普
及
促
進
デ
ー
﹂で
す

火
災
の
発
生
に
早
期
に
気
付
き
、
速
や
か
に
避
難
す
る
た
め
の﹁
住
宅
用
火
災
警
報
器
﹂。

既
存
住
宅
を
含
め
、
す
べ
て
の
住
宅
へ
の
設
置
が
あ
と
1
年
で
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
に
は
も
う
設
置
し
ま
し
た
か
？

建物火災の
死者数
1,296人

住宅火災による
死者数
1,187人

消防庁資料より

住宅火災による死者数
91.5％

逃げ遅れ
63.9％

その他

その他

住宅火災の現状（平成18年）
（概数・放火自殺などを除く）
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※ 購入するときは日本消防検定協会鑑定
マーク(左)が付いているものを選びま
しょう。

住宅用火災警報器
大切な命を守るためのどんな火災警報器があるの？金額は？

購入する場所は？Ⓠ
　｢煙｣を感知するものと｢熱｣を感知するものがあ

り、｢煙｣を感知する警報器の設置が義務付けられ

ています。形はメーカーによりさまざまです。電

源は電池式や100ボルトの家庭用電源で作動する

ものがあります。ホームセンターや電気店、防

災設備取扱店などで販売され、1個5,000円から

15,000円です。

Ⓐ

住宅用火災警報器の設置場所は？Ⓠ
　市では、就寝中でもいち早く火災の発生を知る

ことができるよう、設置場所を寝室および階段と

しています。寝室は普段就寝に使われている部屋

で、子ども部屋など家族の居室などでも就寝に使

われている場合は対象となります。階段は寝室が

ある階の最上部に設置します。調理や炊事など火

気を使用する台所については、設置に努める場所

として位置付けています。

Ⓐ

設置義務が適用されない
住宅はありますか？Ⓠ
　マンションなどの共同住宅で、自動火災報知設

備やスプリンクラー設備などが設置されている場

合や既に住宅用火災警報器と同等の性能を有する

機器が設置されている場合は、設置義務が免除さ

れます。

Ⓐ

Q&A
これから設置しよ

うと思っている人
は

要チェック！

【壁面の場合】

どこに取り付けるの？Ⓠ
【天井の場合】Ⓐ

通常の壁面からの
取付位置

火災警報器の中心を壁から
60㎝以上離します。

梁
はり

などがある場合の
取付位置

火災警報器の中心を梁から
60㎝以上離します。

エアコンなどの
吹き出し口付近の
取付位置

換気扇やエアコンの吹き出
し口から1.5m以上以上離
します。

天井から15～50㎝以内に
火災警報器の中心がくるよ
うに取り付けます。

� 広報なりた2007.6.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



税
源
移
譲

　

税
源
移
譲
に
よ
っ
て
住
民
税
が
大
幅
に

増
額
と
な
っ
て
も
そ
の
分
所
得
税
が
減
額

さ
れ
合
計
負
担
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　

こ
れ
は
税
源
移
譲
に
伴
う
住
民
税
と

所
得
税
の
税
率
の
改
正
に
よ
る
も
の
で

皆
さ
ん
に
税
負
担
の
増
加
を
求
め
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん（
別
表
①
）。

　

住
民
税
の
最
低
税
率
を
引
き
上
げ
る

一
方
、
所
得
税
の
最
低
税
率
を
引
き
下

げ
る
ほ
か
所
要
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
税
源
移
譲
の
前
後
で
住
民

税
と
所
得
税
の
合
計
額
は
、
極
力
変
わ

ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
給
与

　

会
社
に
勤
め
て
い
る
人
に
は
、
既
に

5
月
中
旬
に
雇
用
主
な
ど
を
通
じ「
平

成
19
年
度
市
民
税
・
県
民
税
特
別
徴
収

税
額
の
通
知
書（
納
税
義
務
者
用
）」が

配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

個
人
事
業
主
や
公
的
年
金
収
入
の
み

の
人
な
ど
に
は
、今
月
15
日
ご
ろ
に「
平

成
19
年
度
市
民
税
・
県
民
税
納
税
通
知

書
」を
送
付
し
ま
す
。

　

昨
年
と
比
べ
収
入
が
同
程
度
の
人
で

も
、
所
得
税
減
税
分
の
移
し
替
え
に
よ

る
も
の
お
よ
び
定
率
減
税
と
老
年
者
非

課
税
措
置
の
廃
止
に
よ
っ
て
住
民
税
が

大
幅
に
増
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

通
知
書
が
お
手
元
に
届
い
た
ら
税
額

な
ど
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

収
入
の
人
は
既
に
1
月
か
ら
、
年
金
収

入
の
人
は
2
月
分
か
ら
所
得
税
が
減
額

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
や
個
人
事
業
主
の
人
な
ど
は
、

来
年
の
確
定
申
告
の
際
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
所
得
税
の
税
率
で
の
計
算
に
な
り

ま
す
。

 

定
率
減
税
お
よ
び 

 

老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止

　

定
率
減
税
お
よ
び
老
年
者
非
課
税
措

置
の
廃
止
に
よ
り
多
く
の
人
の
税
額
は

増
額
と
な
り
ま
す

︻
定
率
減
税
の
廃
止
︼

　

平
成
11
年
度
か
ら
景
気
対
策
の
た
め

　

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に
財
源
を
確
保
し
、
住
民
に
よ
り
身
近
で
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
よ
う
国
の
所
得
税
か
ら
地
方
の
住
民
税︵
市
・
県
民
税
︶へ
3
兆
円
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

税
源
移
譲
に
よ
っ
て
住
民
税
が
大
幅
に
増
額
と
な
っ
て
も
そ
の
分
所
得
税
が
減
額
さ
れ
、
合
計
負
担

額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
定
率
減
税
お
よ
び
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
よ
り
多
く
の
人
の

税
額
は
増
額
と
な
り
ま
す
。

平
成
19
年
度
か
ら
変
わ
り
ま
す

あ
な
た
の
住
民
税

納
税
額
の
確
認
を

広報なりた2007.6.1 �



別表①

別表② 別表③

に
暫
定
的
な
税
負
担
の
軽
減
措
置
と

し
て
導
入
さ
れ
て
い
た
定
率
減
税
が
最

近
の
経
済
状
況
を
踏
ま
え
て
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。
所
得
税
で
最
大
12
万
5
千
円

が
、
住
民
税
で
は
最
大
2
万
円
が
増
額

と
な
っ
て
い
ま
す（
別
表
②
）。

︻
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止
︼

　

昭
和
15
年
1
月
2
日
以
前
生
ま
れ
で

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
1
2
5
万
円

以
下
の
人
に
対
す
る
非
課
税
措
置
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

　

経
過
措
置
と
し
て
平
成
18
年
度
は
3

分
の
2
を
減
額
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
19
年
度
は
3
分
の
1
の
減
額
に
な
り

平
成
20
年
度
以
降
は
全
額
負
担
に
な
り

ま
す（
別
表
③
）。

今
後
の
改
正

　

こ
れ
ら
の
改
正
の
ほ
か
来
年
度
以
降

に
適
用
と
な
る
改
正
も
あ
り
ま
す

︻
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
︼�

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
所
得
税
だ
け
の

制
度
で
し
た
。

　

し
か
し
、
所
得
税
率
の
改
正
に
よ
り

所
得
税
額
が
減
少
す
る
結
果
、
控
除
額

が
所
得
税
か
ら
控
除
し
切
れ
な
く
な
っ

た
り
税
制
改
正
前
よ
り
控
除
し
切
れ
な

い
額
が
大
き
く
な
っ
た
り
す
る
と
い
う

よ
う
な
影
響
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
既
に
適
用
さ
れ
て
い
る

人
に
は
税
負
担
の
変
動
が
生
じ
な
い
よ

う
、
改
正
前
の
所
得
税
額
に
お
い
て
控

除
で
き
た
額
と
同
等
の
負
担
減
と
す
る

住
民
税
の
減
額
措
置
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
11
年
か
ら
18
年
ま
で
の
居
住
者

に
つ
い
て
今
回
の
改
正
に
よ
る
影
響
額

を
翌
年
度
の
住
民
税
か
ら
控
除
し
ま
す

（
平
成
20
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
適

用
と
な
り
ま
す
。
申
請
書
の
提
出
方
法

な
ど
く
わ
し
く
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
）。

︻
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設
︼�

　

既
存
の
損
害
保
険
料
控
除
を
見
直
し

地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
地
震
な
ど
の
損
害
で
生
じ
た
損

失
の
額
を
補
て
ん
す
る
保
険
契
約
な

ど
で
、
保
険
料
の
2
分
の
1（
2
万
5

千
円
を
限
度
）を
総
所
得
金
額
な
ど
か

ら
控
除
す
る
も
の
で
す
。
既
存
の
短
期

損
害
保
険
料
控
除
は
原
則
廃
止
さ
れ
ま

す
。

　

平
成
18
年
12
月
31
日
ま
で
に
契
約
し

た
長
期
損
害
保
険
に
つ
い
て
は
、
従
前

ど
お
り
損
害
保
険
料
控
除
を
適
用
で
き

ま
す（
1
万
円
を
限
度
。
た
だ
し
、
地

震
保
険
料
控
除
と
併
用
す
る
場
合
は
合

わ
せ
て
2
万
5
千
円
を
限
度
）。

※�

く
わ
し
く
は
税
務
課︵
☎
20
︲

1
5
1
3
︶へ
。

＜税源移譲＞

給与収入

◆夫婦＋子ども２人（中学生＋高校生）の場合

給与収入
税源移譲前（単位：円）

住民税 所得税 計
300万円 9,000 0 9,000
500万円 76,000 119,000 195,000
700万円 196,000 263,000 459,000

給与収入
税源移譲後（単位：円）

住民税 所得税 計
300万円 9,000 0 9,000
500万円 135,500 59,500 195,000
700万円 293,500 165,500 459,000

負担増減額

0円
0円
0円

年金収入

◆夫婦（夫70歳、妻66歳／ほかに収入なし）の場合

年金収入
税源移譲前（単位：円）

住民税 所得税 計
250万円 27,000 44,000 71,000
300万円 49,500 89,000 138,500

年金収入
税源移譲後（単位：円）

住民税 所得税 計
250万円 49,000 22,000 71,000
300万円 94,000 44,500 138,500

負担増減額

0円
0円

＜定率減税の廃止＞
◆ 夫婦＋子ども２人（中学生＋高校生）・給与収入

700万円の場合（単位：円）
平成18年 平成19年

（住民税） 196,000 293,500
定率減税 △14,700 0

差引後住民税 181,300 293,500
（所得税） 263,000 165,500
定率減税 △26,300 0

差引後所得税 236,700 165,500
合計 418,000 459,000

＊ 18年度は税額の2/3
を 減 額、19年 度 は
税 額 の1/3を 減 額、
20年度は完全廃止
になります

＜老年者非課税措置の廃止＞
◆ 夫婦（夫70歳、妻66歳／ほかに収入なし）・年金

収入250万円の場合（単位：円）
平成18年 平成19年

（住民税） 27,000 49,000
定率減税 △2,000 0

経過措置（＊） △16,600 △16,300
差引後住民税 8,400 32,700
（所得税） 44,000 22,000
定率減税 △4,400 0

差引後所得税 39,600 22,000
合計 48,000 54,700

� 広報なりた2007.6.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



財政の公表 平成18年度予算の執行状況 執行率は3月31日現在79.2％

　市民の皆さんが納めた税金、国や県からの支出金、地方交付税、市債など（歳入）がどのように使われたか（歳出）
を知ってもらうため、毎年6月と12月の2回、市の財政事情を公表しています。今回は平成18年度予算の平成19年
3月31日現在（出納整理期間は5月まで）の執行状況などについてお知らせします。

一般会計 （単位：万円 ,％）

歳出 予算現額 支出済額 執行率
総務費 119億9,176 80億7,856 67.4
民生費 102億9,582 95億3,076 92.6
衛生費 52億8,384 44億3,531 83.9
農林水産業費 14億0,207 13億0,447 93.0
商工費 14億5,953 13億3,461 91.4
土木費 79億1,007 50億0,073 63.2
消防費 26億7,414 23億7,167 88.7
教育費 76億8,094 62億1,008 80.9
公債費 39億9,957 33億7,381 84.4
その他 6億2,022 5億7,553 92.8
合　計 533億1,796 422億1,553 79.2

市債 （単位：万円）

一般会計債 385億1,770
下水道事業債 94億5,988
市場事業債 7,481
農業集落排水事業債 16億0,970
上水道事業債 88億4,744
簡易水道事業債 24億9,870
合　計 610億0,823

＊ 市債とは、市が多額の経費を要する事業を行うとき、経費の一部を国など
から借り入れるものをいいます。

基金 （単位：万円）

財政調整 52億7,942
その他22基金 57億6,300
合　計 110億4,242

財産 （単位：㎡）

土地面積 406万2,016
建物面積 38万9,775

※くわしくは財政課（☎20-1512）へ。

水道事業会計 （単位：万円 ,％）

＊収益的収入および支出とは、営業面での収支を示すもので、水道料金（簡易水道料金）を主な収入としています。
＊ 資本的収入および支出とは、配水管の敷設や改良事業などでの収支を示すものです。

収入 予算現額 収入済額 収入率 支出 予算現額 支出済額 執行率
収益的収入 19億0,599 17億0,837 89.6 収益的支出 16億6,534 16億3,966 98.5
資本的収入 3億1,641 2億6,150 82.6 資本的支出 16億2,673 16億1,243 99.1

簡易水道事業特別会計 （単位：万円 ,％）

特別会計 （単位：万円 ,％）

予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率
国民健康保険（事業） 93億1,498 88億4,758 95.0 84億3,674 90.6
国民健康保険（施設） 1億3,199 1億2,354 93.6 1億1,650 88.3
下水道事業 23億2,543 21億4,327 92.2 19億5,907 84.2
公設地方卸売市場 2億4,535 2億3,785 96.9 2億2,777 92.8
老人保健 65億8,804 63億7,193 96.7 59億5,983 90.5
介護保険 35億8,519 35億8,561 100.0 30億8,879 86.2
農業集落排水事業 6億1,311 1億8,685 30.5 3億0,462 49.7

＊ 特別会計とは、特定の事業を行う場合に一般の歳入・歳出と区別して経理するために、条例により
設置しているものです。 4月に開校した美郷台小学校

歳入 予算現額 収入済額 収入率
市　税 275億6,293 273億4,222 99.2
地方譲与税 14億4,233 12億8,508 89.1
地方消費税交付金 17億0,000 17億7,286 104.3
地方交付税 19億0,000 21億1,472 111.3
分担金及び負担金 14億3,423 12億6,729 88.4
使用料及び手数料 8億8,618 8億1,972 92.5
国庫支出金 51億8,848 37億4,160 72.1
県支出金 12億3,574 6億9,739 56.4
繰入金 17億7,727 17億7,344 99.8
繰越金 24億6,108 24億6,108 100.0
諸収入 26億6,856 25億2,948 94.8
市　債 36億0,860 3億9,700 11.0
その他 14億5,256 17億4,319 120.0
合　計 533億1,796 479億4,507 89.9

収入 予算現額 収入済額 収入率 支出 予算現額 支出済額 執行率
収益的収入 2億7,810 1億9,048 68.5 収益的支出 2億7,810 2億1,158 76.1
資本的収入 10億4,073 10億0,381 96.5 資本的支出 10億4,073 10億1,245 97.3

広報なりた2007.6.1 �



　

市
で
は
、「
環
境
基
本
計
画
」「
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
」の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
両
計
画
の
素
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
市
民
の
皆
さ
ん
に
公

表
し
、
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）。

●
素
案
の
閲
覧
場
所

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
環
境
計
画
課（
市
役
所
2
階
）、
行

政
資
料
室（
市
役
所
1
階
）、
下
総
・
大

栄
支
所
生
活
環
境
課
、
各
公
民
館
、
市

立
図
書
館
、
保
健
福
祉
館
、
三
里
塚
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
意
見
を
募
集
す
る
事
項

　

環
境
基
本
計
画
、
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
に
つ
い
て
の
意
見（
ど
ち
ら

か
一
方
で
も
結
構
で
す
）

●
意
見
募
集
の
期
間

　

6
月
12
日（
火
）〜
7
月
12
日（
木
）

●
意
見
提
出
の
方
法

①
E
メ
ー
ル（
下
記
ア
ド
レ
ス
）

②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
環
境
計
画
課
の

ペ
ー
ジ
・
下
記
）内
の
応
募
フ
ォ
ー

ム
③
F
A
X（
22
‐
4
4
3
6
）

④
郵
送（
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5 

花
崎

町
7
6
0 

環
境
計
画
課
）

⑤
窓
口
に
持
参（
市
役
所
2
階
環
境
計

画
課
、
下
総
・
大
栄
支
所
生
活
環
境

課
）

＊「
意
見
提
出
」の
用
紙
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
素
案
の
閲
覧
場
所
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。
郵
送
を
希
望
す
る

場
合
は
、
環
境
計
画
課
へ
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

●
意
見
募
集
結
果
の
公
表

　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、

内
容
ご
と
に
整
理
・
分
類
し
た
う
え

で
、
市
の
考
え
と
と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、「
広
報
な
り
た
」に
掲
載
予
定
で
す
。

※�

く
わ
し
く
は
環
境
計
画
課︵
☎
20
︲

1
5
3
3
︶へ
。

「一般廃棄物処理基本計画」とは

　一般廃棄物（ごみ）処理基本計画とは、「廃棄物

の処理及び清掃に関する法律」第6条第1項に基

づいて各自治体が策定する、ごみの発生と排出

抑制、リサイクルの推進、適正処理の確保につ

いての基本方針を定め、ごみ処理行政を適正に

行っていくための計画です。

　市では、平成11年3月に「成田市地域循環型社

会構築プラン」を策定しましたが、社会状況など

が大きく変化していること、さらに、市町村合

併によって誕生した新成田市としての長期的・

総合的な視点からのごみ処理行政を行っていく

必要から、新たに「成田市一般廃棄物処理基本

計画（計画期間：平成20～29年度の10年間）」を

策定するものです。

「環境基本計画」とは

　環境基本計画とは、「成田市環境基本条例」第8

条第1項に基づいて市が策定する、環境の保全

および創造に関する施策の総合的かつ計画的な

推進を図るための計画です。

　市では、平成12年3月に「成田市環境基本計画」

を策定し、環境行政を推進していますが、市町

村合併をはじめとした社会情勢の変化、日常生

活により発生する公害問題、地球規模に及ぶ環

境問題など、めまぐるしく変わる昨今の環境動

向への対応が必要とされています。そのため、

総合5か年計画との整合を図り、新たな環境施

策の長期的な目標・方向性を定めた「成田市環

境基本計画（計画期間：平成20～29年度の10年

間）」の策定を行うものです。

～皆さんのご意見をお聞かせください～

「環境基本計画」「一般廃棄物処理基本計画」の策定

6月12日からパブリックコメントを実施

■市ホームページ（環境計画課のページ）
　http://www.city.narita.chiba.jp/sosiki/kankei/index.html
■Eメール
　kankei@city.narita.chiba.jp

パブリックコメントとは
市が政策などの案を公表して、広く市民
からの意見を求め、提出された意見に応
じて案の調整を行ったり、意見に対する
市の考え方を公表したりする、市民参加
の手法です。

� 広報なりた2007.6.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



市民 の
ひろば

6
June

す
。
試
合
の
と
き
に
う
ま
い
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が

で
き
た
り
、
連
携
の
取
れ
た
守
備
が
で
き
た
と

き
な
ど
は
と
て
も
う
れ
し
く
、
野
球
を
や
っ
て

い
て
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

　

橋
賀
台
サ
ン
ダ
ー
ズ
に
は
コ
ー
チ
た
ち
で
作

る
野
球
チ
ー
ム
も
あ
っ
て
練
習
試
合
な
ど
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
チ
ー
ム
メ

イ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ー
チ
同
士
の
結
束
も
固

い
チ
ー
ム
で
す
。
4
月
に
行
わ
れ
た
空
港
旗
杯

少
年
野
球
大
会
で
は
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果

が
実
り
、見
事
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
チ
ー
ム
全
員
が
プ
ロ
野
球
選
手
に

な
る
意
気
込
み
で
練
習
を
続
け
、
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
橋
賀
台
サ
ン
ダ
ー
ズ
は
、
橋
賀

台
小
と
加
良
部
小
の
生
徒
を
中
心
に
45
人
で
活

動
し
て
い
る
野
球
チ
ー
ム
で
す
。
練
習
場
所
は

橋
賀
台
小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
毎
週
土
・
日
曜

日
と
祝
日
に
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

練
習
で
特
に
気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
準
備

運
動
や
ス
ト
レ
ッ
チ
、
練
習
後
の
ク
ー
ル
ダ
ウ

ン
に
十
分
な
時
間
を
か
け
る
こ
と
で
す
。
良
好

な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
野
球
を
楽
し
め
る
よ

う
、
け
が
を
し
な
い
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
を
指
導
し
て
く
だ
さ
る
羽
石
監
督
は

「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
の
礼
儀
や
、
野
球
に

取
り
組
む
前
向
き
な
姿
勢
が
大
切
だ
」と
お
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
と
き
に
は
つ
ら
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
自
分
が
チ
ー
ム
を
構
成
す
る
一
員
で

あ
る
と
い
う
自
覚
を
常
に
持
ち
、
前
向
き
な
姿

勢
で
練
習
に
向
き
合
う
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

「全員がプロ野球選手を目指して」
橋賀台サンダーズ

73

ク
ラ
ブ
訪
問

掛け声とともに投球練習

キャプテンの郡司選手
「ピッチャーとして、もっ
とチームに貢献できる
ように投球練習に励ん
でいきたいです」

広報なりた2007.6.1 �



市
民

の
ひ

ろ
ば

ペット大好き 108 332スクスクのびのび

お
隣
の
国
が
も
っ
と
身
近
に

グ
ル
」が
何
や
ら
訳
の
分
か
ら
な
い
記
号
の
よ
う
で
、

と
っ
つ
き
に
く
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も

実
際
に
時
間
を
掛
け
て
習
っ
て
み
る
と「
家
族
」や

「
約
束
」な
ど
日
本
語
が
そ
の
ま
ま
通
じ
る
単
語
も
た

く
さ
ん
あ
る
し
、
文
法
的
に
も
日
本
語
と
同
様
に
文

頭
か
ら
順
次
訳
し
て
い
け
ば
い
い
の
で
、
意
外
に
も

な
じ
み
や
す
い
と
い
う
の
が
実
感
で
す
。
た
だ
、
発

音
や
ア
ク
セ
ン
ト
、
聞
き
取
り
は
、
と
て
も
難
し
い

で
す
ね
。
同
じ「
コ
ピ
」と
い
う
発
音
で
も
微
妙
な
違

い
で「
コ
ー
ヒ
ー
」と
言
い
た
か
っ
た
の
に「
鼻
血
」を

意
味
し
て
し
ま
う
こ
と
も
。
難
し
い
と
こ
ろ
は
、
先

生
に
ゆ
っ
く
り
と
繰
り
返
し
て
も
ら
い
、
ま
ね
て
習

得
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
通
し
て
、
風
習
や
文
化
を
知
れ
ば
知
る
ほ

ど
韓
国
へ
の
親
し
み
が
増
し
ま
し
た
。
一
昔
前
ま

で
、
両
国
間
に
不
幸
な
歴
史
が
介
在
し
た
こ
と
も
影

響
し
、
韓
国
は「
近
く
て
遠
い
国
」と
い
う
存
在
。

　

で
も
、
今
で
は
韓
流
ブ
ー
ム
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

旅
行
や
ド
ラ
マ
で
も
わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
身
近

な
国
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
お
隣
の
国
・
韓
国
を

も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
人
、

（
カ
ッ
チ 

コ
ン
ブ 

ヘ
ヨ
・一
緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
）。 

　
「
ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！
」（
こ
ん
に
ち
は
）わ
た
し

た
ち
は
毎
月
第
2
日
曜
日
に
大
栄
公
民
館
で
韓
国
語

を
学
習
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
旧
大
栄
町
教
育

委
員
会
が
主
催
し
た
韓
国
語
教
室
へ
の
参
加
が
き
っ

か
け
と
な
り
会
を
結
成
、
今
年
で
活
動
7
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
日
本
に
来
て
20
年
に
な
る
石
田
明メ

イ

淑ス
ク

先

生
に
講
師
を
お
願
い
し
て
、
毎
回
、
日
常
的
な
会
話

の
ほ
か
韓
国
の
風
習
や
文
化
な
ど
も
楽
し
み
な
が
ら

学
ん
で
い
ま
す
。

　

以
前
は
、
韓
国
語
と
い
う
と
文
字
で
あ
る「
ハ
ン

韓
国
語
勉
強
会

な
か
ま
と
一
緒
73

　わが家のゴンは、ゆでた鶏肉が

大好き。人が食べるものならば、

ほとんどゆでて食べられるんです

よ。知り合いの柴犬と今秋結婚予

定！おめでとうゴン。

野村�恵子さん（三里塚御料）

　　�ゴン（オス）

　おじぎそうを育てているんだ。
葉っぱを手で触るとおじきをする
のが楽しいな。ピアノをがんばっ
ているよ。今練習している曲はま
だ始めたばかりだから、たくさん
練習して早く上手に弾けるように
なりたいな。

藤原りょうちゃん（6歳）公津の杜

　　新
しん

くん（3歳）

伝統的な民族衣装・チマチョゴ
リ（女性用・右）とパジチョゴリ

（男性用）

ゆかりの品々に囲まれ
てハイ！キムチ（チーズ）

笑顔があふれる学習時間

같
이 

공
부 

해
요

127こんにちは赤ちゃん

このコーナーでは市内に住んでい
る1歳未満の赤ちゃんの写真を募
集しています。写真に住所と名前

（ふりがな）を添えて、下記へ送付
してください。順次掲載します。

〒286-8585　花崎町760
　　　 成田市役所広報課

赤ちゃんの写真を
募集しています

清
原�

麻
央
ち
ゃ
ん（
中
台
）
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TO
P
IC
S
　
N
A
R
IT
A

ト
ピ
ッ
ク
ス
な
り
た

会員に苗の植え方を教わる子どもたち

ウォークラリー大会

69人の老若男女が完歩

第
23
回
平
和
大
塔
ま
つ
り
奉
納
総
踊
り

軽
快
に
、華
や
か
に

都会の児童が田植え体験

田植えを通じ
成田のお米を紹介

　都会の子どもたちに田植えを体験してもらい成田
のお米をPRする試みが5月10日、大栄支所付近の水
田で行われました。この日招かれたのは、東京都品
川区の立

たち

会
あい

小学校の児童たち。子どもたちは、初め
ての田んぼの感触に「冷たくて気持ちいい」と歓声を
上げていました。平成16年からブランド米の生産に
取り組んでいる伊能歌舞伎米研究会会長の匝瑳克己
さんは「歌舞伎米を通して成田の農業をPRしていき
たい」と力強く話していました。

　

弘
法
大
師
1
1
5
0
年
の
御
遠
忌
を

記
念
し
て
1
9
8
4
年
に
建
立
さ
れ
た

成
田
山
平
和
大
塔
。
そ
の
落
慶
を
祝
し

て
奉
納
さ
れ
る
総
踊
り
が
、
5
月
12
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
揃
い
の
浴

衣
を
身
に
つ
け
た
女
性
約
7
5
0
人
が

表
参
道
入
り
口
を
出
発
し
、「
成
田
大
音

頭
」な
ど
軽
快
な
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り

な
が
ら
新
勝
寺
へ
。
そ
の
後
、
大
本
堂

前
と
平
和
大
塔
前
で
そ
れ
ぞ
れ
踊
り
が

奉
納
さ
れ
、
多
く
の
見
物
客
が
見
守
る

中
、
境
内
は
踊
り
一
色
に
染
ま
り
ま
し

た
。

　下総地区の史跡などを巡るウォークラリー大会が、5月13日
に下総運動公園を発着点に開催されました。参加した老若男女
69人はグループごとに協力しながら9カ所のチェックポイント
を巡り、各ポイントにちなんだ歴史や地理などのクイズに挑戦。
自然や歴史にふれあいながら、全グループが無事にゴールしま
した。

平和大塔を前に踊りを披露 踊りながら表参道を練り歩く

答えを見つけて次のチェックポイントへ

広報なりた2007.6.1 10



❖春の叙勲❖
長年にわたる努力が認められて

旭日小綬章
（地方自治功労）

平山 正吉さん（十余三）

市立図書館が文部科学大臣表彰を受賞

「子ども読書の日」を
記念して

　4月23日の「子ども読書の日」に市立図書館が子どもの読書活動
優秀実践図書館として文部科学大臣表彰を受賞しました。今回の
受賞は0・1歳児とその保護者を対象とした「おはなし会」や小学
校を訪問しての「学校訪問おはなし会」などの取り組みが高く評価
されたものです。市立図書館では、このほかにも各種おはなし会
を実施していますので、皆さんも参加してみてはいかがですか。

絵本の読み聞かせに聞き入る子どもたち

春季プロテニススクール

プロの技術で
レベルアップ

　プロから直接レッスンを受けることのできる春季プロテニス
スクールが4月29日、中台テニスコートで行われ、50人のテニ
ス愛好家が参加しました。レッスンでは試合中の呼吸法やボー
ルのとらえ方をはじめ、変化したボールの返球の仕方やボレー
の打ち方などテニス全般にわたる技術をコーチがくわしく指導。
参加者は「自己流でやっていては分からないことを基礎から体系
的に学べるのでとても勉強になりました」と話していました。

瑞宝単光章
（統計調査功労）

成毛 新吾さん（柴田）

瑞宝双光章
（更生保護功労）

山﨑 照義さん（郷部）

瑞宝双光章
（鉄道業務功労）

長谷 昭さん（公津の杜）

瑞宝双光章
（運輸行政事務功労）
西原 秀夫さん（中台）

瑞宝双光章
（通産行政事務功労）
高田 喜太郎さん（玉造）

プロの技術を間近で

　平成19年「春の叙勲」が内閣府から発表され、
市内では7人の方が栄誉を受けられました。

瑞宝単光章
（消防功労）

宮 男さん（猿山）
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身
分
証
明
書
と
し
て
も

便
利
で
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　

市
で
は
希
望
す
る
市
民
に
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド（
住
基
カ
ー
ド
）を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

住
基
カ
ー
ド
は
顔
写
真
の
入
っ
た
も

の
と
入
ら
な
い
も
の
の
2
種
類
か
ら
選

択
で
き
、
顔
写
真
入
り
の
カ
ー
ド
は
身

分
証
明
書
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

　

写
真
は
市
民
課
で
撮
影
し
ま
す
が
、

上
半
身
・
無
帽
・
正
面
・
無
背
景
で
6

カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
縦
45
㎜
×
横
35

㎜
の
写
真
を
持
参
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

カ
ー
ド
交
付
時
に
は
申
請
者
本
人
が

数
字
4
桁
の
暗
証
番
号
を
住
基
カ
ー
ド

に
設
定
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

用
意
く
だ
さ
い
。
生
年
月
日
な
ど
他
人

に
分
か
り
や
す
い
番
号
は
避
け
て
く
だ

さ
い
。

　

赤
坂
・
遠
山
市
民
課
分
室
で
は
手
続

き
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
手
数
料
は

5
0
0
円
で
、
有
効
期
限
は
カ
ー
ド

を
発
行
し
た
日
か
ら
10
年
で
す
が
、
市

外
へ
転
出
し
た
と
き
は
無
効
に
な
り
ま

す
。
市
内
で
の
転
居
の
場
合
は
、
住
所

の
修
正
を
行
い
ま
す
の
で
、
市
民
課
ま

た
は
、
各
支
所
住
民
課
、
赤
坂
市
民
課

分
室
窓
口
ま
で
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

本
人
確
認
に
ご
協
力
を

　

申
請
の
際
は
申
請
者
本
人
に
窓
口
に

来
て
い
た
だ
き
、
運
転
免
許
証
や
パ

ス
ポ
ー
ト
な
ど（
官
公
署
が
発
行
し
た

写
真
入
り
の
証
明
書
）で
本
人
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
証
明
書
な
ど
を
持
っ
て
い

な
い
人
は
、
郵
便
に
よ
り
照
会
を
行
い

ま
す
の
で
即
日
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

後
日
、
再
度
窓
口
に
来
て
い
た
だ
い
た

う
え
で
交
付
と
な
り
ま
す
。

住
基
カ
ー
ド
交
付
後
の
サ
ー
ビ
ス

付
記
転
出
入
の
特
例
処
理

　

住
基
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
特

例
の
転
出
届（
付
記
転
出
）を
前
の
市
町

村
に
郵
送
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
転
出

証
明
書
が
無
く
て
も
新
し
い
市
町
村
の

窓
口
に
一
回
行
く
だ
け
で
転
入
手
続
き

（
付
記
転
入
届
）が
で
き
ま
す
。

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
行
政
手

続
き
を
安
全
に
行
う
た
め
に
使
用
す
る

「
電
子
証
明
書
」の
交
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す（
手
数
料
5
0
0
円
）。

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス

住
民
票
の
広
域
交
付

　

全
国
ど
こ
の
市
町
村
で
も
本
人
ま
た

は
同
世
帯
の
人
の
住
民
票
の
交
付
が
受

け
ら
れ
ま
す（
本
籍
・
筆
頭
者
氏
名
は

記
載
さ
れ
ま
せ
ん
）。
住
基
カ
ー
ド
ま

た
は
、
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

成
田
市
で
の
交
付
手
数
料
は
3
0
0

円
に
な
り
ま
す
が
、
交
付
す
る
市
町
村

に
よ
り
手
数
料
は
異
な
り
ま
す
。

※�

く
わ
し
く
は
市
民
課︵
☎
20
︲
1�

5
2
5
︶、
下
総
支
所
住
民
課︵
☎
96
︲�

1
1
1
5
︶、
大
栄
支
所
住
民
課︵
☎

73
︲
8
0
6
6
︶へ
。

　

市
で
は
土
砂
の
搬
入
に
よ
る
埋
め
立

て
、
盛
り
土
、
た
い
積
行
為
お
よ
び
搬

入
土
砂
の
土
質
に
つ
い
て
必
要
な
規
制

を
行
う
こ
と
に
よ
り
自
然
環
境
や
生
活

環
境
を
保
全
す
る
と
と
も
に
災
害
の
発

生
を
未
然
に
防
止
し
、
住
民
の
健
康
で

安
全
か
つ
快
適
な
生
活
を
確
保
す
る
目

的
か
ら「
成
田
市
土
地
の
埋
立
て
等
及

び
土
砂
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
」を

定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
に
よ
り
市
内
で
5
0
0 

㎡
以
上
の
埋
め
立
て
な
ど（
一
時
た
い

積
を
含
む
）を
行
う
場
合
は
、
条
例
に

定
め
る
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

安
全
基
準
に
適
合
し
な
い
土
砂
は
、

面
積
を
問
わ
ず
埋
め
立
て
な
ど
に
利
用

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課︵
☎
20
︲

1
5
3
2
︶へ
。

　

農
業
者
年
金
現
況
届
の
提
出
は
、
農

業
者
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な

毎
年
の
手
続
き
で
す
。

　

農
業
者
年
金
現
況
届
は
、
毎
年
5
月

末
日
ご
ろ
農
業
者
年
金
基
金
か
ら
年
金

受
給
者
へ
直
接
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

6
月
末
日
ま
で
に
市
農
業
委
員
会
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

提
出
を
忘
れ
た
場
合
、
11
月
か
ら
年

金
の
支
払
い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

経
営
移
譲
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
受
給
者
本
人
が
農
業
を
再
開
し
て

い
な
い
こ
と
な
ど
を
確
認
の
う
え
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
提
出
は
、
市
役
所
4
階
農

業
委
員
会
事
務
局
お
よ
び
下
総
・
大
栄

支
所
農
業
委
員
会
で
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
。

※�

く
わ
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局

︵
☎
20
︲
1
5
7
3
︶へ
。

　

市
内
に
在
住
し
私
立
幼
稚
園
に
通

う
園
児
の
保
護
者
に
、
年
額
1 

0
、

0
0
0
円
を
補
助
し
ま
す（
途
中
入
退

園
の
場
合
は
月
割
）。

　

保
護
者
は
6
月
8
日（
金
）ま
で
に
各

幼
稚
園
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
類
は
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
。

※�

く
わ
し
く
は
学
務
課︵
☎
20
︲
1�

5
8
1
︶へ
。

補
助
金
の
申
請
は

6
月
8
日
ま
で
に

私
立
幼
稚
園
園
児
の
保
護
者

残
土
条
例
が

適
用
さ
れ
ま
す

土
砂
の
埋
め
立
て

6
月
末
日
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い

農
業
者
年
金
現
況
届
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な
ど
は
消
防
テ
レ
フ
ォ
ン
ガ
イ
ド（
☎

24
‐
3
8
3
8
）で
案
内
し
て
い
る
ほ

か
、
市
防
災
情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（http://nrt.171k.jp/inform
a 

tion/

）で
も
災
害
情
報
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

防
災
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は

「
防
災
メ
ー
ル
」で
も
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
登
録
方
法
は「k@

nrt.171k.
jp

」に
空
の
メ
ー
ル
を
送
信
し
、
返
信

さ
れ
た
メ
ー
ル
に
従
っ
て
登
録
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

く
わ
し
く
は
防
災
対
策
課︵
☎
20
︲

1
5
2
3
︶へ
。

　

が
け
崩
れ
は
斜
面
が
突
然
崩
れ
落
ち

る
災
害
で
、
大
雨
、
長
雨
、
地
震
に
よ

り
地
面
が
緩
ん
だ
と
き
に
発
生
し
ま
す
。

　

が
け
崩
れ
は
突
然
発
生
し
ス
ピ
ー
ド

も
速
く
、
崩
れ
た
土
砂
が
斜
面
の
高
さ

の
2
〜
3
倍
も
離
れ
た
所
ま
で
達
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
危
険
な
が
け
地
に
よ
う
壁
を

設
け
た
り
、
の
り
面（
傾
斜
地
）を
整
備

す
る
人
に
対
し
て
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

●�

対
象
と
な
る
事
業︵
宅
地
造
成
事
業

や
宅
地
分
譲
事
業
の
一
環
と
し
て

の
整
備
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
︶

 

高
さ（
垂
直
）が
5
m
以
上
の
が
け

地
の
整
備

 

崩
壊
し
て
住
居
に
著
し
い
被
害
を
及

ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
が
け
地
の
整
備

●�

補
助
額
＝
5
0
0
万
円
を
限
度
に

事
業
費
の
半
額

　

補
助
を
受
け
る
に
は
手
続
き
が
必
要

で
す
。
着
工
す
る
前
に
土
木
課
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

※�

く
わ
し
く
は
土
木
課︵
☎
20
︲
1�

5
5
0
︶へ
。

  　

6
月
1
日
は「
人
権
擁
護
委
員
法
」が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
こ
の
日
を「
人
権
擁

護
委
員
の
日
」と
定
め「
育
て
よ
う
一

人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
〜
思
い
や
り
の

心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に

〜
」を
啓
発
重
点
目
標
に
掲
げ
て
積
極

的
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

6
月
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
に
あ
わ

せ
て
、
毎
月
第
4
火
曜
日
に
行
っ
て
い

る「
も
め
ご
と
・
な
や
み
ご
と
・
苦
情

相
談（
人
権
・
行
政
相
談
）」を
6
月
1

日（
金
）に
実
施
し
ま
す
。
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
皆
さ

ん
か
ら
の
人
権
に
か
か
わ
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

の
で
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
6
月
1
日（
金
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

●
場
所
＝
市
役
所
2
階
2
0
1
会
議
室

※�

く
わ
し
く
は
市
民
支
援
課
市
民
相
談

室︵
☎
20
︲
1
5
0
7
︶へ
。

　

わ
た
し
た
ち
が
毎
日
使
っ
て
い
る
水

道
水
は
、
地
下
水
と
河
川
水
が
水
源
で

す
。
水
を
使
う
と
き
は
節
水
を
心
掛
け
、

限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

漏
水
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

使
用
水
量
が
極
端
に
多
い
と
思
っ
た

ら
漏
水
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
家
中
の

蛇
口
を
全
部
閉
め
て
も
水
道
メ
ー
タ
ー

器
の
星
型
パ
イ
ロ
ッ
ト
メ
ー
タ
ー
や

1
ℓ
針
が
動
い
て
い
た
ら
、
早
急
に
成

田
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
連

絡
し
て
修
繕
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は「
計
量
法
」に
よ

り
使
用
期
間
が
8
年
と
定
め
ら
れ
て
お

り
、
使
用
期
間
が
満
了
と
な
る
水
道

メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
順
次
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
家
庭
や
事

業
所
な
ど
に
市
か
ら
の
委
託
を
受
け
た

業
者
が
交
換
作
業（
無
料
）に
伺
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※�

く
わ
し
く
は
市
水
道
部︵
☎
22
︲

0
2
6
9
︶へ
。

　

こ
れ
か
ら
雨
の
多
い
季
節
を
迎
え
ま

す
。
長
雨
や
集
中
豪
雨
は
洪
水
や
が
け

崩
れ
な
ど
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に
す

る
た
め
に
も
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
大

切
で
す
。
も
う
一
度
家
の
周
り
を
点
検

し
ま
し
ょ
う
。

集
中
豪
雨
に
は
注
意
が
必
要

　

集
中
豪
雨
は
短
時
間
の
う
ち
に
狭
い

地
域
に
集
中
し
て
降
る
豪
雨
の
こ
と

で
、
梅
雨
の
終
わ
り
ご
ろ
に
よ
く
起
こ

り
ま
す
。

　

狭
い
地
域
に
限
ら
れ
突
発
的
に
降
る

た
め
、
中
小
河
川
の
は
ん
ら
ん
や
土
砂

崩
れ
、
が
け
崩
れ
な
ど
に
よ
る
大
き
な

被
害
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
気
象
情
報
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

災
害
情
報
は
防
災
行
政
無
線
で

　

大
雨
な
ど
の
と
き
に
発
表
さ
れ
る
注

意
報
や
警
報
は
、
各
地
域
の
住
民
に
注

意
を
呼
び
掛
け
、
災
害
に
よ
る
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

大
雨
な
ど
に
よ
る
警
報
な
ど
、
防
災

に
関
す
る
情
報
は
市
内
1
4
7
カ
所
に

設
置
さ
れ
た
防
災
行
政
無
線
で
市
民
の

皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

防
災
行
政
無
線
を
聞
き
逃
し
た
と
き

長
雨
や
集
中
豪
雨
へ
の

備
え
を
万
全
に

い
よ
い
よ
梅
雨
入
り

5
0
0
万
円
を
限
度
に

事
業
費
の
半
額
を
補
助

が
け
地
整
備
補
助
制
度

悩
み
ご
と
な
ど

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

限
り
あ
る
水
を

も
っ
と
大
切
に

6
月
1
日
〜
7
日
は
水
道
週
間

作業日 予定地区 予定時間

6月4日（月） 並木町（大久保台・野沢台・成瀬台）地区 午後11時

～

翌午前5時6月5日（火） 並木町（ウルシ台・日本松）地区

※くわしくは市水道部工務課（☎22-0269）へ。

　水道部では水質維持のため、次のとおり水道水の排水作業を行います。
　予定地区では、一時的に減水・濁りなどが発生することもありますのでご了承く
ださい。受水槽を使用している場合は、万一に備え適切な措置をお願いします。

6月の水道水の排水作業日程

1� 広報なりた2007.6.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



■
第
1
回
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
＝
6
月
29
日（
金
） 

午
後
1
時

30
分
か
ら

●
会
場
＝
市
役
所
6
階
大
会
議
室

●
テ
ー
マ
＝
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
〜
テ
レ
ビ
が
2
倍
楽
し
め
る
〜

●
講
師
＝
国
広
陽
子
さ
ん（
武
蔵
大
学

教
授
）

●
定
員
と
参
加
費
＝
1
5
0
人（
先
着

順
）・
無
料

●
申
し
込
み
期
限
＝
6
月
28
日（
木
）

■
第
2
回
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
＝
7
月
11
日（
水
） 

午
前
10
時

か
ら

●
会
場
＝
市
役
所
6
階
中
会
議
室

●
テ
ー
マ
＝
自
分
発
見
!
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
①

●
講
師
＝
栗
原
知と

も

女じ
ょ

さ
ん（
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

●
定
員
と
参
加
費
＝
80
人（
先
着
順
）・

無
料

●
申
し
込
み
期
限
＝
7
月
10
日（
火
）

●
申
し
込
み
方
法
＝
電
話
、
F
A
X
、

は
が
き
、
E
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
企
画
課（
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5 

花
崎
町
7
6
0 

☎
20
‐
1
5
0
0 

F
A
X 
24
‐
1
0
0
6  

E
メ
ー
ル

　

kikaku@
city.narita.chiba.jp

）へ

※�

手
話
通
訳
・
託
児
室︵
2
〜
8
歳
︶の

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
第
1
回
は

6
月
20
日︵
水
︶ま
で
に
、
第
2
回
は

7
月
4
日︵
水
︶ま
で
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

　

ご
み
は
、
地
区
ご
と
に
決
め
ら
れ
た

収
集
日
の
朝
8
時
30
分
ま
で
に
ご
み
集

積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
処
理
施
設

に
直
接
自
己
搬
入
す
る
場
合
は
、
地
区

に
よ
り
搬
入
先
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
分
別
方
法

　
「
燃
や
せ
る
ご
み
」（
青
袋
）「
ビ
ニ
ー

ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」（
白
袋
）「
ビ

ン
・
カ
ン
・
ガ
ラ
ス
」（
赤
袋
）「
金
物
・

陶
磁
器
類
」（
黄
袋
）に
分
別
し
て
く
だ

さ
い
。「
有
害
ご
み
」は
乾
電
池
・
体
温

計
・
温
度
計
・
蛍
光
灯
な
ど
で
、
指
定

袋
が
入
っ
て
い
る
外
袋
か
中
身
が
確
認

で
き
る
袋
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

  
「
粗
大
ご
み
」は
指
定
袋
に
入
ら
な
い

大
き
な
も
の
で
す
。
収
集
を
希
望
す

る
人
は
、
い
ず
み
清
掃
工
場（
☎
36
‐

1
6
8
9
）に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
下
総
・
大
栄
地
区
の
分
別
方
法

　
「
可
燃
ゴ
ミ
」（
緑
袋
）「
ビ
ン
・
カ
ン
」

（
黄
袋
）「
不
燃
ゴ
ミ
」（
赤
袋
）「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
」（
白
袋
）に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

　

家
具
類
な
ど
は
伊
地
山
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い

（
☎
0
4
7
8
‐
59
‐
2
1
4
8 

ゴ
ミ

搬
入
券
が
必
要
。ゴ
ミ
搬
入
券
は
下
総
・

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

6
月
23
日
〜
29
日
の

男
女
共
同
参
画
週
間
に
ち
な
ん
で

大
栄
支
所
生
活
環
境
課
に
あ
り
ま
す
）。 

※�

く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課︵
☎

20
︲
1
5
3
0
︶へ
。

　

成
田
・
大
栄
・
下
総
の
各
都
市
計
画

区
域
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
障
害
防
止

地
区
お
よ
び
航
空
機
騒
音
障
害
防
止
特

別
地
区
の
都
市
計
画
変
更
の
素
案
の
縦

覧
と
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

︻
素
案
の
縦
覧
︼

●
期
間
＝
6
月
15
日（
金
）〜
29
日（
金
）

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
場
所
＝
市
都
市
計
画
課（
市
役
所
5

階
）、
県
都
市
計
画
課（
県
庁
7
階
）

●
内
容
＝
①
成
田
都
市
計
画
区
域
の
航

空
機
騒
音
障
害
防
止
地
区
お
よ
び

航
空
機
騒
音
障
害
防
止
特
別
地
区

の
変
更
②
大
栄
都
市
計
画
区
域
の

航
空
機
騒
音
障
害
防
止
地
区
お
よ

び
航
空
機
騒
音
障
害
防
止
特
別
地

区
の
変
更
③
下
総
都
市
計
画
区
域

の
航
空
機
騒
音
障
害
防
止
地
区
お

よ
び
航
空
機
騒
音
障
害
防
止
特
別

地
区
の
変
更

︻
公
聴
会
の
開
催
︼

●
日
時
＝
7
月
23
日（
月
） 

午
前
10
時

か
ら（
公
述
申
出
な
い
場
合
は
中
止
）

●
会
場
＝
国
際
文
化
会
館

●
公
述
人
の
資
格
＝
市
内
に
住
所
が
あ

る
人
お
よ
び
利
害
関
係
が
あ
る
人

（
法
人
を
含
む
）

●
公
述
の
申
し
出
の
方
法
＝
公
述
を
希

望
す
る
人
は
公
述
申
出
書
に
住
所
、

氏
名
な
ど
を
記
載
し
て
、
述
べ
よ

う
と
す
る
意
見
の
要
旨
を
添
え
て

直
接
ま
た
は
郵
送
で
市
都
市
計
画

課（
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5 

花
崎
町

7
6
0
）へ（
公
述
申
出
書
の
様
式

は
同
課
に
あ
り
ま
す
）

●
公
述
申
出
書
の
提
出
期
間
＝
6
月
15

日（
金
）〜
29
日（
金
）（
郵
送
の
場
合

は
提
出
期
間
の
最
終
日
の
消
印
の

あ
る
も
の
ま
で
有
効
）

●
公
述
人
の
選
定
＝
希
望
者
が
多
い
場

合
は
抽
選（
結
果
は
本
人
に
通
知
）

●
公
聴
会
傍
聴
の
申
し
込
み
方
法
＝
往 

復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名（
返
信
欄 

に
も
）、
傍
聴
を
希
望
す
る
都
市 

計
画
名
を
書
い
て
6
月
29
日（
当
日 

消
印
有
効
）ま
で
に
市
都
市
計
画
課 

（
〒
2
8
6
‐
8
5
8
5 

花
崎
町
7 

6　

0
）へ
。
後
日
傍
聴
許
可
書
を
送

付
し
ま
す
。
傍
聴
の
定
員
は
1
0
0

人（
先
着
順
）で
す 

※�

く
わ
し
く
は
市
都
市
計
画
課︵
☎
20
︲

1
5
6
0
︶ま
た
は
県
都
市
計
画
課

︵
☎
0
4
3
︲
2
2
3
︲
3
1
7
0
︶へ
。

素
案
の
縦
覧
と

公
聴
会
の
開
催

成
田
市
都
市
計
画

ご
み
は
分
別
し
て

指
定
ご
み
収
集
袋
で

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方

平成 19年度男女共同参画推進員

平成19年度男女共同参画推進員が決まりました。1年
間、男女共同参画講座などの企画・運営に携わります。

広報なりた2007.6.1 1�



　毎日の生活の中で、疑問に思っていること、誰かに
相談したいと思っていることはありませんか。市など
では、そんなあなたの要望に応え、各種相談を行いま
す。相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日
ごろ感じている疑問や悩みを解消してみてはいかがで
すか。

困りごと・悩みごと相談室
心の健康、応援します

一人で悩んでいないで相談してみませんか？

相　談　日
相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先

市民生活相談（家事･民事） 月･金曜日  9：00～16：00 市役所2階市民相談室

市民支援課市民相談室
☎20-1507
※ 裁判所で係争中の事

件は除きます。法律相
談7月分の予約は6月
27日（ 水 ）午 前8時30
分から受け付けます。

法律相談
（予約制・市内在住の人）

水曜日 13：00～16：00 〃

もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談）

1日（金） 10：00～15：00 市役所2階201会議室

不動産相談 19日（火） 10：00～12：00 〃

税務相談 19日（火） 10：00～15：00 市役所2階市民相談室

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語）

8日（金）・22日（金） 13：00～16：00 市役所2階201会議室

市民よろず相談 16日（土） 13：00～16：00 イオン成田SC
県行政書士会印旛支部
作田義美さん ☎23-3286

税務支援センター（予約制）13日（水）・27日（水）10：00～15：00
県税理士会成田支部

（飯田町157-4）
県税理士会成田支部
☎28-0931

司法書士法律相談 20日（水） 18：00～20：00 保健福祉館
県司法書士会佐倉支部
石井滋さん ☎20-1810

女性就業（内職）相談
（来所前に要電話）

水・金曜日 10：00～16：00 市役所2階女性就業相談室
商工観光課
☎22-1111　内線2724

高年齢者職業相談 月～金曜日  8：30～17：00 市役所2階高年齢者職業相談室
商工観光課
☎22-1111　内線2725

消費生活相談 月～金曜日 10：00～16：00 消費生活センター（市役所2階）
消費生活センター
☎23-1161

商工業者法律相談 6日（水） 10：00～12：00 商工会館2階相談室 商工会議所 ☎22-2101

年金相談 水曜日 10：00～15：00 市役所1階相談室 保険年金課 ☎20-1526

交通事故相談 5日（火） 10：00～15：00 市役所4階401会議室 交通防犯課 ☎20-1527

移動暴力相談 13日（水） 10：00～16：00 北総県民センター香取事務所
県暴力団追放県民会議事
務局 　0120-089354

心配ごと相談

木曜日 10：00～15：00 保健福祉館
社会福祉協議会
☎27-7755

8日（金） 10：00～15：00 下総地域福祉センター

15日（金） 10：00～15：00 大栄地域福祉センター

酒害相談 7日（木）・21日（木）  9：00～12：00 保健福祉館 〃

家庭児童相談 月～金曜日  9：00～16：00 市役所1階家庭児童相談室 児童家庭課 ☎20-1538

健康体力相談 5日（火） 9：00～12：00 市体育館 市体育館 ☎26-7251

就学相談（予約制） 月～金曜日  9：00～17：30 成田市教育センター 教育センター ☎20-2922

教育相談（予約制） 火曜日  9：00～16：00 〃 〃

教育相談（不登校相談も） 月～金曜日 9：00～17：00 成田市ふれあいるーむ21 教育相談室 ☎22-5100

1� 広報なりた2007.6.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



掲 

示 

板Q　「パソコンで書類作成の在宅ワーク」という広
告を見て連絡したら「月に３～５万円の収入にな

る。パソコン研修を受けて簡単な検定に合格したら仕
事を紹介する。そのために、40万円のパソコン教材
の購入が必要である」と言われました。契約するとき
の注意は何ですか？

А  　ご質問のような「在宅サイドビジネスで高収入
を」「資格・技術を身に付けて在宅ワーク」など、

仕事を紹介すると勧誘し、実際は高額な教材や内職材
料を購入させる契約は内職商法の可能性があります。
　「代金は仕事の収入で十分支払える」などと勧誘され
るようですが、実際には『検定が難しく合格できない』

『説明どおりの収入がない』『仕事内容にクレームが付
き収入にならない』『業者と連絡が取れなくなったが、
教材代だけが毎月引き落とされている』というトラブ
ルが少なくありません。
　事例の場合は、特定商取引法で「業務提供誘引販売
取引」として次の規制がされています。
■書面交付義務　契約するまでに概要書面、契約後に
は契約書面を交付する義務があります。この書面に

　地球温暖化の主な原因であるCO2(二酸化炭素)。日
本全体のCO2排出量のうち、約2割が車から排出され
るものです。ドライバーである、わたしたちが運転の
仕方にほんの少し気を付けるだけで、無駄な燃料の消
費が減り、CO2の排出量も減少することになります。

在宅ワーク
契約をする前に…

道の上から温暖化防止

は、提供される業務の内容や量、対価の金額や支払方
法、商品購入などの負担内容を記載しなければなりま
せん。
■クーリング・オフ制度　契約書面受領後、20日間
はクーリング・オフをすることができます。
《注意点》
　収入を得るために、教材代・登録料・研修費・保証
金といった名目で消費者が先にお金を支払う契約は、
十分注意を払う必要があります。セールストークをう
のみにせず、書面を必ずもらってよく確認しましょう。 

※くわしくは消費生活センター（☎23-1161）へ。

決して難しいことではないので、まずは次のことか
ら実践してみましょう(数値は、対象車種2.0L乗用車
(AT)の燃費＝11.7km/L(10・15モ－ド)を基に算出し
たものです)。

■アイドリングストップを心掛ける
　車内で人を待ったり、荷物の積み下ろしで短時間停
車したりするとき、少しの間だからとアイドリングし
続けていませんか？たった5分のアイドリングでも65
㏄のガソリンを消費し、その分だけCO2が排出されま
す。少しの時間であっても、アイドリングストップす
るよう心掛けましょう。
■急な発進をせず、定速走行を心掛ける
　10回の急発進をすると170㏄ものガソリンを浪費し
ます。加速・減速を繰り返しながらの走行も無駄にガ
ソリンを消費する原因の一つです。安全運転にもつな
がる、安定した速度での走行を心掛けましょう。
■不要な荷物を載せない
　トランクや後部座席に必要ないものを載せたまま
走っていませんか？ 10㎏の荷物を載せたまま50㎞走
行すると、15㏄のガソリンが無駄に消費されます。
不要な荷物を載せたまま走行しないよう気を付けま
しょう。

※くわしくは環境計画課（☎20-1533）へ。

消費生活相談 AQ&

なりたエコニュース
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国
保
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年
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国保・年金についてくわしくは保険年金課（国保☎20-1526・年金☎20-1547）へ。

国民健康保険　退職者医療制度

　会社や役所を退職して国民健康保険に加入した人
が、厚生年金や共済年金を受給できるようになった場
合は｢退職者医療制度｣で診療を受けることになります。
　これに伴い、その扶養家族も同様となります。
　退職者医療制度の財源は、本人の自己負担と保険税
のほか、元の職場の健康保険などからの拠出金で成り
立っています。退職者医療制度の対象者となっている
にもかかわらず届け出がされないと、拠出金で負担す

国民年金
年金の支払い
振込通知書の発行は年1回です

べき医療費分まで国保(市や国・県)が負担することに
なります。
　皆さんの負担を増やさないためにも、対象となった
ら必ず届け出をお願いします。
■次の①～③すべてに該当する人（家族）が対象です
①国民健康保険に加入している人
②老人保健の適用を受けていない人
③厚生年金や各種共済組合などの老齢（退職）年金を受

けられる人で、同年金への加入期間が20年以上また
は40歳以降10年以上の人とその扶養家族

※扶養家族とは、退職者本人の直系尊属、配偶者（内
縁を含む）と三親等内の親族または配偶者の父母と
子で、退職者本人と生計を共にし、主として退職者
本人の収入で生計を維持している人。

■14日以内に届け出を
　年金証書を受け取ったら、14日以内に保険年金課
に届け出て「国民健康保険退職被保険者証」に切り替え
てください。
■届け出に必要なもの
　年金証書（加入期間の分かるもの）、保険証、印鑑
■お医者さんにかかるとき
　病院の窓口に「国民健康保険退職被保険者証」を提出
して受診してください。

会社や役所を退職し、年金受給者になった人と
その扶養家族の皆さん。もう届け出は済んでいますか？

　国民年金、厚生年金、船員保険の年金は、支払い月（偶
数月）の15日に希望した銀行などの預金口座に振り込ま
れます。「振込通知書」は年1回、社会保険庁から毎年6月
に発行され、翌年4月までの支払日と金額が記載されて
います。
　ただし、年金の支払額に変更があったときや受け取
り先の金融機関を変更したときなどには、その都度通
知されます。
　郵便局の窓口で通知書と引き換えに現金で受け取り
をしている人は、支払いごとに「支払通知書」が送付され
ます。
　「振込通知書」「支払通知書」については、佐原社会保
険事務所（☎0478-54-1442）へ問い合わせてください。

1� 広報なりた2007.6.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



成田の歴史をまとめました
「成田市史研究31号」

主な内容と執筆者
1.明治20年代の

新聞に見る成
田（3）…

　神尾武則
2.成田鉄道（初

代）経営者と
株主の系譜…

　白土貞夫
3.能面作家 小倉

宗衛氏に聞く
4.資料紹介「方言辞典」…小倉博
5.成田市関係新聞記事目録（平成16年）
6.成田市史年表稿（平成16年）　
規格・ページ数＝A5判・141ページ
頒布価格＝450円
頒布場所＝市立図書館2階参考資料室、

市役所1階行政資料室
※既刊刊行物の「成田市史」、「下総町史」、
「大栄町史」、「成田市史研究」も上記
の場所で頒布しています。また、閲覧
もできます。くわしくは市立図書館（☎
27-4646）へ。

インターネットでの予約が可能に
「市内施設利用の検索・予約」

　6月から、インターネット(市ホームペー
ジ)で次の施設の利用状況検索・予約が
可能になります。
対象施設＝①公民館全13館②国際文化

会館③中台運動公園内体育施設④大
谷津運動公園内体育施設⑤北羽鳥多
目的広場⑥久住テニスコート

※くわしくは①は中央公民館(☎27- 
5911、第1月曜日は休館)②は国際文
化会館(☎23-1331、月曜日は休館)

③～⑥は市体育館(☎26-7251)へ。

自主防犯活動団体へ
「防犯パトロール用品の貸し出し」

　市では地域の防犯活動の一環として、
防犯パトロールを実施している団体（実施
予定の団体を含む）へ、必要な用品を貸
し出しています。要件、数量が定められ
ており申請が必要です。
対象用品＝防犯パトロール用ベスト、青

色合図灯、車用蛍光マグネット「防犯パ
トロール中」、防犯腕章

※くわしくは交通防犯課（☎20-1527）へ。

催し物

成田市文化団体連絡協議会
「春の発表展示会」

■発表の部
期日＝6月9日（土）・10日（日） 
時間＝午前9時30分～午後4時30分
会場＝大栄公民館
主な内容＝舞踊・民謡・詩吟・筝曲・マ

ジック・ギター・尺八・大正琴など
■展示の部
期日＝6月11日（月）～22日（金） 
時間＝午前8時30分～午後5時30分
会場＝市役所1階ロビー
内容＝華道、短歌、絵画、手編み、表装、

川柳など
※くわしくは生涯学習課文化振興室（☎

20-1583）へ。

NPOとコミュニティ・ビジネス
「明治大学・成田社会人大学公開講座」

日時＝6月23日（土） 午前10時～正午
会場＝市役所6階大会議室
テーマ＝NPOとコミュニティ・ビジネス-

地域を創る「社会起業家」の可能性-
講師＝塚本一郎さん（明治大学経営学部

教授）
受講料＝無料
※申し込み状況により、机が用意でき

ない場合（椅子のみ用意）があります。
申し込みは生涯学習課（☎20-1583 
FAX22-4494 Eメールshogaku@
city.narita.chiba.jp まなび＆ボラン
ティアサイトhttp://www.genki365.
com/narita/）へ。

※ WECPNLとは、航空機騒音の特異性、継

続時間、昼夜の別なども加味したうるささ

の単位。この数値は速報値です。くわしく

は空港対策課（☎20-1521）へ。

航空機騒音測定結果 平成19年4月分

測定局 WECPNL 測定局 WECPNL 測定局 WECPNL

竜台 68.4 荒海 77.2 大室 70.8

北羽鳥 72.3 幡谷 69.5 大室（NAA） 74.3

北羽鳥
北部 70.1 成毛 71.4 堀之内 73.0

新川 70.0 飯岡 74.1 馬場 71.1

猿山 60.7 大生 74.4 新田（NAA） 69.0

滑川 67.4 土室（県） 76.1 新田 71.5

下総 70.6 土室（NAA） 68.6 遠山 74.4

四谷 69.9 芦田 78.5 本三里塚 78.2

長沼 71.9 押畑 65.4 三里塚 87.3

磯部 72.6 野毛平
工業団地 73.8 御料牧場

記念館 71.6

水掛 69.1 赤荻 74.5 本城 72.4

高倉 73.7 下金山 68.1 南三里塚 75.6

内宿 66.2 野毛平 75.6

日曜映画会

視聴覚サービスセンター・☎27-2533
◇6月2日（土）＝「小さき勇者たち GAMERA」

　2006年・日本

◇6月3日（日）＝「手紙」

　2006年・日本

◇6月9日（土）・10日（日）＝「カーズ」　

　2006年・アメリカ・アニメ・吹き替え

◇6月17日（日）＝「すべては愛のために」　

　2003年・アメリカ

◇6月24日（日）＝「赤ひげ」

　1965年・日本

◆ 入場は無料・上映は午後2時から、会場は

市立図書館2階視聴覚ホール

利用日時 駐車場所

1日（金）
15日（金）
29日（金）

2:10～2:30 長沼共同利用施設

2:50～3:10 長田共同利用施設

3:25～3:45 赤荻保育園

4:00～4:30 土屋公園

8日（金）
22日（金）

2:00～2:20 さぎ山第一街区公園（宗吾台）

2:40～3:00 並木町公民館

3:10～3:30 大久保台地区集会場

3:40～4:10 公津の杜公園

移動図書館巡回日程

※雨天などの場合は中止することがあります。

　くわしくは市立図書館（☎27-4646）へ。

今��月の図書館休館日＝4日（月）、11日（月）、18

日（月）、25日（月）、29日（金）（館内整理日）

ぜひご利用ください

広報なりた2007.6.1 1�



募　集

生活に自然のめぐみを
「成田西陵高校開放講座」

日時＝7月7日（土）・27日（金）、9月8
日（土）・15日（土）、10月5日（金）・
13日（土）（全6回） 午前9時～正午
会場＝県立成田西陵高校（松崎）
内容＝フラワーデザイン（プリザーブドフ

ラワー）・バイオ入門・家庭菜園の管
理・製パン
対象と定員＝成人・30人（応募者多数は

抽選）
参加費＝3,900円（材料費など）
※申し込みは6月15日（金）までに成田西

陵高校・岩瀬さん（☎26-8111）へ。

印西〜我孫子の文化財を訪ねる
「手賀沼周辺方面史跡めぐり」

日時＝6月23日（土）、9月28日（金）、
10月20日（土） 午前9時～午後5時

見学先＝国重要文化財の宝珠院観音堂
（印西市）・滝田家住宅（白井市）、結縁
寺（印西市）、我孫子市鳥の博物館など
定員＝各日40人（応募者多数は抽選）
参加費＝2,000円（昼食代など）
申し込み方法＝6月12日（火）（必着）まで

に往復はがき（1枚2人まで）に参加希
望日（第2希望まで必ず記入）・住所・
氏名・年齢・電話番号を書いて生涯学
習課（〒286-8585 花崎町760）へ

※くわしくは同課文化振興室（☎20- 
1583）へ。

創作劇に挑戦してみませんか
「成田市民劇団説明会」

　3月の公演に向け説明会を開催します。
日時＝6月17日（日） 午前10時から
会場＝国際文化会館
対象＝演劇に興味のある人（小学生以上）
申し込み方法＝6月13日（水）（必着）まで

に、はがきまたはFAXで住所・氏名・
年齢・電話番号を国際文化会館「市民劇
団参加希望」係（〒286-0021 土屋303 
FAX23-1334）へ

※くわしくは（財）成田市教育文化振興財
団（☎23-1331、月曜日は休館）へ。

一緒に鍛えよう
「トレーニング・DAY」

■レディース・トレーニング・DAY
日時＝6月14日（木） 午前9時30分～11

時30分
会場＝市体育館
対象と定員＝16歳以上の女性・20人（先

着順）
内容＝トレーニングマシンの使い方など
参加費＝施設使用料として、市内の人

210円（学生は150円）、市外の人320
円（学生は230円）
■シルバー・トレーニング・DAY
日時＝6月14日（木） 午後2時～4時
会場＝市体育館
対象と定員＝高齢者・20人（先着順）
内容＝筋力トレーニングやトレーニング

マシンの使い方など
参加費＝施設使用料として、市内の人

210円、市外の人320円
※申し込みは前日までに電話で市体育館
（☎26-7251）へ。

お知らせi
交付します

「浄水器設置費補助金」

　市では、飲料用として使用している井
戸水から下表の対象物質が基準値を超え
て検出された場合、これらを除去するた
めの浄水器（逆浸透膜方式など）を設置す
る世帯に対し補助金を交付しています。

　補助金額は15万円を限度に、浄水器
の購入・設置費の2分の1です。補助金
の交付を受けるには、浄水器の購入・設
置前に申請書の提出などの手続きと、そ
の審査が必要になります。上水道が整備
されている地区の人は、補助金の交付は
受けられませんのでご注意ください。
※ くわしくは環境対策課（☎20-1532）へ。

消費者の代表者
「消費生活モニター」

　消費生活モニターはモニター会議や研
修会などを通じ、消費生活を向上させる
ためのお手伝いをしています。本年度は
次の20人です。（敬称略、50音順）
赤司愛子（中台）・大木静江（玉造）・小川
典子（本城）・會田みち代（台方）・川瀬敏
恵（江弁須）・岸本晴生（中台）・衣笠洋子

（公津の杜）・柴原香菜恵（本町）・関谷
美砂子（囲護台）・滝沢政代（宗吾）・長南
美登里（猿山）・中村真智子（中台）・中村
吉孝（吾妻）・橋本広子（玉造）・早川陽
子（飯仲）・林咲子（囲護台）・一鍬田正子

（名古屋）・星野芙美子（美郷台）・見通
美子（大袋）・宮本百代（名古屋）
※くわしくは商工観光課（☎20-1540）へ。

刊行のための調査にご協力を
「（仮称）大字別地域の事典」

　市立図書館では大
おお

字
あざ

単位の歴史を知る
ことのできる資料を作成しています。地
区別大字別の歩み、地域の事典として、
遺跡・遺物・社寺・施設・団体・人物な
どの事項を紹介する予定です。
　これらの資料とするため、各家庭で眠っ
ている古文書、貴重な写真などがありま
したらご連絡ください。
※くわしくは市立図書館（☎27-4646）へ。

汚水管に雨水を流さないで
「公共下水道の使用」

　市の公共下水道は、汚水と雨水を分け
て処理する分流方式で整備しています。
　汚水管に大量の雨水が流れ込むとポン
プ場の排水能力をはるかに超え、道路
上のマンホールから汚水が噴出する原因
になり、周辺に被害をもたらしますので、
汚水管には絶対に雨水を流さないでくだ
さい。
※くわしくは下水道課 （☎20-1553）へ。

対象物質 基準値

硝酸性窒素および亜硝
酸性窒素

10mg/L 以下

ヒ素 0.01mg/L 以下

トリクロロエチレン 0.03mg/L 以下

テトラクロロエチレン 0.01mg/L 以下

昭和4年当時の旧高岡村役場（高岡小所蔵）

1� 広報なりた2007.6.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です

伝言板



20歳の思い出づくりに
「成人式実行委員」

　平成20年成田市成人式の企画・運営
を行う実行委員を募集します。 
対象＝昭和62年4月2日から63年4月1

日までに生まれ、市内に在住する人ま
たは市内中学校を卒業した人
定員＝男女各15人（先着順）
※申し込みは6月29日（金）までに生涯学

習課（☎20-1583）へ。

地域社会で社会貢献
「ボランティア入門セミナー＆体験」

対象＝団塊の世代でボランティアに興味
のある人
定員と参加費＝30人（先着順）・無料
■第1回　講義・体験談
日時＝6月23日（土） 午後1時30分～4時

30分
会場＝保健福祉館
講義＝テーマ「団塊の世代のボランティ

ア活動について」 講師：山崎富一さん
（NPOせたがや事務局長）
■第2回　1日ボランティアグループ・
NPO体験
日時＝6月24日（日）～7月13日（金）の各

活動日（各自自主的に参加する）
■第3回　講義・ワークショップ
日時＝7月14日（土） 午後1時30分～4時

15分
会場＝保健福祉館
講義＝①テーマ「体験活動のふりかえりと

今後の活動に向けて」 講師：山崎富一
さん②テーマ「精神障がい者就労支援
ボランティアについて」 講師：あじさ
い工房職員

※申し込みは6月15日（金）までに社会
福祉協議会ボランティアセンター（☎
27-8010）へ。

楽しい世界の民族舞踊
「フォークダンス教室」

日時＝6月14日（木） 午前9時30分～正午
会場＝中央公民館講堂
対象と参加費＝どなたでも・無料
※当日は運動できる服装でお越しくださ

い。申し込みは6月8日（金）までに市レ
クリエーション協会事務局（生涯スポー
ツ課・☎20-1584）へ。

日ごろの練習の成果を
「成田市民ゴルフ大会」

　市体育協会では8月27日（月）に市民ゴ
ルフ大会（男子）を開催します。これに先
駆けて各地区で予選を開催します。予選
参加希望者は直接地区体育協会役員へ申
し込んでください。
※くわしくは市体育協会事務局（生涯ス

ポーツ課・☎20-1584）へ。

あなたの就職を応援
「パソコン講習会・ビジネス科」

期日＝6月22日～7月17日の月・火・
木・金曜日（7月16日を除く・全14回）
時間＝午前10時～午後3時（終盤4回は

午後4時まで）
会場＝勤労会館（不動ヶ岡）
内容＝パソコンのワード・エクセル・パ

ワーポイントなどの基礎（初級者向け）
対象＝30歳以上の求職中の市民で、パ

ソコンの操作技術を習得して就業しよ
うとする人
定員＝20人（応募者多数は選考）
受講料＝8,000円（教材費実費として）
申し込み方法＝6月6日（水）または7日
（木）の午後2時～4時に応募者本人が
直接会場へ

※くわしくは商工観光課（☎20-1540）
へ。

運営スタッフになりませんか
「青少年交流キャンプのつどいIn赤城」

　赤城の大自然の中で交流キャンプを開
催します。キャンプ運営スタッフとして参
加し、夏の思い出づくりをしませんか。
期日＝8月18日（土）～20日（月）（2泊3

日） （事前会議が数回あります）
会場＝国立赤城青少年交流の家（群馬県

勢多郡富士見村）
対象＝高校生～22歳くらいまでの人
定員＝10人（先着順）
※申し込みは6月29日（金）までに生涯学

習課（☎20-1583）へ。

セカンドライフ支援セミナー
「55歳からのライフスタイルを考える」

　セカンドライフを生き生きと過ごすた
めに、この講座で何かを始めるきっかけ
を見つけませんか（全9回）。

対象＝55歳以上の人
定員＝15人（応募者多数は抽選）
参加費＝無料（新勝寺・オカリナ・そば

打ちは教材費1,000円程度別途実費
負担）
申し込み方法＝6月15日（金）（必着）ま

でに往復はがきに希望日・住所・氏
名・年齢・電話番号を書いて中央
公民館セカンドライフ支援セミナー係

（〒286-0017 赤坂1-1-3）へ
※くわしくは同館（☎27-5911、第1月

曜日は休館）へ。

日程 テーマと内容 会場

6/30（土）
13:00～
15:00

《ヨガ体験》
心と体の調和をは
かり、健康を維持

中央公民館

7/14（土）
10:00～
12:00

《新勝寺を知ろう》
光輪閣見学と精進
料理

成田山
新勝寺

7/21（土）
13:00～
15:00

《高齢者の住まい方
を考える》
グループリビング
を知っていますか

市　内

9/1（土）　
13:00～
15:00

《オカリナを吹いて
みよう》
楽器で心豊かに

中央公民館

9/15（土）
13:00～
15:00

《市内の古墳》
学芸員が現地を案
内

市　内

10/6（土）
13:00～
15:00

《ボランティア》
意義と実践者の体
験談を聞く

中央公民館

10/20（土）
13:00～
15:00

《ウォーキング》
健康は歩くことか
ら

中央公民館

11/17（土）
13:00～
15:00

《伊能歌舞伎》
歴史と公演前日の
練習風景見学

大栄公民館

12/1（土）
10:00～
12:00

《そば打ちに挑戦》
本当においしいお
そばを自分で

中央公民館

市営大谷津プール

　今年は成田新高速鉄道工事のた
め、ご利用いただけません。
※ くわしくは市体育館（☎26-7251）

へ。
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伝言板

募　集

日ごろの練習の成果を
「ジュニアシングルステニス大会」

期日＝7月23日（月）～26日（木）（予備日
27日（金））
会場＝中台テニスコート
参加資格＝18歳以下の市民・加盟クラ

ブ員・市内の高校生（県高校総体個人
戦でベスト8以上の選手と市テニス協
会主催大会でベスト4以上の選手は除
く）
参加費＝1,000円（一人当たり）
競技方法＝シングルス個人戦（15歳以下

男女・18歳以下男女）
申し込み方法＝6月22日（金）までに公津

の杜テニススクール（☎28-4062）へ
※くわしくは市テニス協会事務局・青木

さん（☎26-0092）へ。

照りつける太陽の下
「成田市オープンソフトボール大会」

日時＝7月14日（土） 午前8時集合（予備
日15日（日））
会場＝北羽鳥多目的広場
参加費＝5,000円（1チーム当たり）
試合方法＝男女別トーナメント（ファース

トピッチ）
※申し込みは6月30日（土）までに電話ま

たはFAXで市ソフトボール協会・坪田
さん（☎/FAX26-0889）へ。

生活スタイルを見直そう
「梅料理講習会・健康教室」

日時＝6月13日（水） 午後1時30分～3時
30分
会場＝保健福祉館下総分館
用意するもの＝三角巾・エプロン・布巾
定員と参加費＝25人（先着順、昨年参加

した人は除く）・無料
※申し込みは下総ふれあい事業実行委員

会（☎96-2839）へ。

えほんとあそぼう
「0・1歳のおはなし会」

日時＝6月8日（金） 午前11時から（20～
30分）
会場＝市立図書館1階おはなし室
対象＝0・1歳児と保護者
定員と参加費＝10組（先着順）・無料
※申し込みは午前9時30分から直接また

は電話で市立図書館（☎27-4646）へ。

初級者向け
「ビデオ講習会（撮影編）」

日時＝6月30日（土） 午前10時～午後4
時
会場＝視聴覚サービスセンター
対象と定員＝市内在住の人・10人（先着

順）
参加費＝無料
申し込み方法＝直接または電話で視聴覚

サービスセンター（市立図書館2階・☎
27-2533）へ

※次回実施予定の中級講習会を受けるに
は、本講習会を受講することが要件と
なります。くわしくは同センターへ。

自然体験
「親子でえびがにつり教室」

日時＝6月30日（土） 午前9時～正午
会場＝下方地区
対象＝市内小学生と保護者
定員＝15組30人（先着順）
参加費＝無料（えさ代などは別途実費負

担）
申し込み方法＝6月16日（土）までの午前

9時～午後5時に直接または電話で公
津公民館（☎26-9610、月曜日は休館）
へ

※くわしくは同館へ。

今年の夏は友好都市にホームステイ
「韓国・井邑市中学生友好訪問団」

期日＝8月20日（月）～24日（金）（4泊5
日・事前事後に3回の研修を予定）

内容＝ソウル市内の見学と井
チョン

邑
ウップ

市での
ホームステイ（2人1組で2泊）

対象＝市内に住む中学1～3年生
定員＝12人（応募者多数は選考）
参加費＝50,000円程度（パスポートの取

得費や旅行保険などは各自で負担）
選考方法＝面接（6月16日（土））
申し込み方法＝6月11日（月）（必着）まで

に申し込み用紙に必要事項を書いて
市国際交流協会事務局（〒286-8585 
花崎町760）へ。申し込み用紙は事務
局窓口にあります（電話での請求もで
きます）

※国際情勢などの事情によって、中止と
なる場合があります。くわしくは同協
会事務局（広報課内・☎23-3231）へ。

身近な施設を再発見
「市内施設見学会」

期日＝6月14日（木）
集合時間と場所＝午前9時・市役所1階

ロビー（解散は午後3時30分ごろ）
見学コース＝八富成田斎場、新川揚水機

場、大栄公民館、日本自動車大学校
対象＝市内に住んでいる人
定員＝25人（先着順）
参加費=無料（昼食は各自用意してください）
※申し込みは電話で広報課（☎20-1503）

へ。

着こなしで差をつけよう
「親子ゆかた着付け教室」

期日＝6月30日（土）
時間＝午後1時30分～3時30分
会場＝大栄公民館
内容＝ゆかたを自分で着こなせるよう

にし、歩き方や写真の写り方などのマ
ナーを学ぶ

対象と定員＝小学生と親（中学生以上は
一人でも可）・15組（先着順）

参加費＝無料
持参するもの＝ゆかた・小物など
※申し込みは午前9時から午後5時に直

接または電話で大栄公民館（☎73-70 
71、月曜日は休館）へ。

チームプレーで勝ち抜こう
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●母親学級（予約制）…主に初めて母親になる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその家族が対象
　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●新生児訪問…生後28日以内の赤ちゃんが対象
　※希望する人は新生児連絡票（母子健康手帳別冊1）を健康増進課へ送付。
●ポリオの予防接種…生後3～90カ月未満の乳幼児が対象
　期日＝6月1日（金）・4日（月）　受付時間＝午後1時15分～2時
　※問診票と母子健康手帳を持参。

診療
科目 診療日 診療時間

内科
小児科 毎日 午後7時～午後11時

外科 日曜日・祝日 午前10時～午後5時

歯科 日曜日・祝日 午前10時～午後5時
午後7時～午後11時

日曜祝日診療機関

※来診前に電話で症状を連絡してください。健康保険証を忘れずに。

☎27-1116／赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内） 　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。
成田病院（押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（ウイング土屋・☎23-8070）
大田クリニック

（午後1時まで・ウイング土屋・☎23-2100）
なのはなクリニック（午前中・吉岡・☎49-0533）

このコーナーの問い合わせは児童家庭課（☎20-1538）、子ども館
（☎20-6300）または三里塚コミュニティセンター（☎40-4880）へ。からのお知らせ

急病診療所

■子育てひろばは次の会場でも開設しています。会場＝中央公民館・遠山公民館　日時＝6月2日（土）・16日（土）・30日（土）　午前10時～正午

なかよしひろばなかよしひろば

▼一般健康相談 期日 時間 相談を受ける人
歯の健康相談 6月 6日（水） 午後1時30分～2時30分 歯科医師・歯科衛生士

こころの健康相談（予約制）
6月 1日（金）

　※会場は大栄分館 　
午後1時30分から カウンセラー・保健師

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象 ▼成人検診・女性の検診
4カ月児育児相談 6月20日（水）

午前9時～9時30分
午後1時～1時30分

平成19年 2月生まれ 期日と会場（成…成人検診、女…女性の検診）
6月 5日（火）　中郷公民館（成）

6日（水）　豊住公民館（成）
8日（金）　下総分館（成）

11日（月）　下総分館（成）
12日（火）　下総分館（成）
14日（木）　下総分館（女）
15日（金）　保健福祉館（女）
18日（月）　保健福祉館（女）
19日（火）　下総分館（女）
22日（金）　下総分館（成）
25日（月）　保健福祉館（成）
26日（火）　保健福祉館（成）
27日（水）　保健福祉館（成）
29日（金）　下総分館（成）

10カ月児育児相談 6月21日（木） 平成18年 8月生まれ
1歳6カ月児健診 6月 7日（木） 平成17年11月生まれ
3歳児健診 6月28日（木） 平成15年12月生まれ
2歳児歯科健診 6月14日（木） 午後1時～2時 平成16年11月生まれ

からだの発達相談（予約制） 今月はありません

こころの発達相談（予約制） 今月はありません

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）、保健福祉館下総分館（☎96-1108）・大栄分
館（☎73-6881）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談なども受け付けしています。

期日＝6月25日（月）
会場と時間

大成建設…午前10時～11時
下総分館…午後1時～4時

※ 満16歳から69歳の人にご協力いただけ
ます。ただし、65歳以上の人は60歳か
ら64歳までに献血をした経験があるこ
とが必要です。

献　血

会場
行事名 子ども館 三里塚コミュニティセンター 対象 時間

親子であそぼう会
6月6日（水）…時計の製作
6月20日（水）…腹話術

6月7日（木）…大型紙芝居
6月21日（木）…時計の製作

市内に住んでい
る乳幼児と親

午前10時30分～11時

読み聞かせ 6月13日（水）・27日（水） 6月14日（木）・28日（木） 午前11時～11時30分

身体測定 6月14日（木） 6月8日（金） 午前10時30分～11時30分

人形劇 6月9日（土）…南の島のハメハメハ 6月2日（土）…南の島のハメハメハ 午前10時30分～11時

子育てひろば 6月9日（土）・23日（土） － 午前10時～正午
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福祉と健康

中途失聴者・難聴者のために
手話学習会

対象＝どなたでも
期日と会場

6月9日（土）…佐倉市中央公民館
6月17日（日）…ふれあいプラザさかえ

（栄町）
時間＝午後1時30分～4時
参加費＝無料（ただし、初めての人はテ

キスト代として1,000円）
※要約筆記のサポートがあります。く

わしくは千葉県中途失聴者・難聴者
協会印旛香取支部・吉田さん（☎／
FAX043-496-2331）へ。

耳の不自由な人をサポート
県要約筆記奉仕員養成講座（応用課程）

対象＝県や市主催の要約筆記奉仕員養成
講座基礎課程を修了した人または同等
の知識・実力が認められる人

期日＝6月19日（火）・29日（金）、7月3日
（火）・10日（火）・17日（火）・31日（火）、
8月7日（火）・28日（火）、9月4日（火）・
11日（火）（全10回）
時間＝午後1時30分～3時30分
会場＝保健福祉館
定員＝20人（応募者多数の場合は抽選）
受講料＝5,000円（教材費）
申し込み方法＝6月8日（金）までにFAX

で 住 所・氏 名・電 話 番 号・FAX番
号を千葉県中途失聴者・難聴者協会

（FAX047-432-8039）へ
※くわしくはFAXで同協会へ。

入会説明会・基礎研修会を開催
なりたファミリー・サポート・センター

　「なりたファミリー・サポート・セン
ター」は、子育てで困ったときに市民同
士がお互いに助け合う、会員制の有償
サービスです。
　支援を受ける「利用会員」と支援を行う

「協力会員」、利用・協力を兼ねる「両方
会員」があります。協力会員・両方会員と
しての登録には基礎研修会の受講が必要
です。
■入会説明会・基礎研修会
日時

6月11日（月） 午前9時30分～10時（入
会説明会）、午前10時～正午（基礎研
修会）
6月21日（木） 午前10時～正午（入会
説明会のみ）
会場＝保健福祉館
※申し込みは、なりたファミリー・サポー

ト・センター（ボランティアセンター
内、☎27-8010）へ。

地域でたすけあいを
成田おたすけ隊

　成田おたすけ隊は日常生活で困ったと
きに市民同士がお互いに助け合う、会員
制の有償サービスです。説明会・申し込
みは随時受け付けています。
援助内容＝家事、通院などの外出介助、

軽度の介護など
※くわしくはボランティアセンター（☎

27-8010）へ。

精神障がい者の自立を支援
あじさい工房

　保健福祉館内にある「あじさい工房」
は、精神障がい者のための小規模通所授
産施設です。
　軽作業や創作活動を通じて基本的な生
活リズムを身に付け、集団生活や地域交
流をする中で社会参加を推進し、就労意
欲の向上を図り、働くための準備などを
する社会復帰施設です。
※くわしくは障がい者福祉課（☎20- 

1539）またはあじさい工房（☎27-82 
11）へ。

かかる前に予防接種を
麻しん(はしか)の予防

　麻しん（はしか）は、春から夏にかけて
流行する感染症です。発熱、せき、鼻水
などの風邪の症状で始まり、一度熱が下
がった後、再度発熱とともに発疹が出ま
す。急性中耳炎や肺炎、脳炎、喉頭炎な
どを同時に起こすこともあります。これら
を予防するために、定期予防接種の麻し
ん風しん混合予防接種を受けましょう。
　対象は、1期が生後12カ月～24カ月
未満、2期が小学校就学前年度（今年度
は平成13年4月2日～14年4月1日生ま
れ）です。対象者には問診票を個別に送
付しています。麻しん・風しんいずれか
にかかったことがある場合は、かかって
いない方のワクチンを接種することがで
きます。
　定期予防接種対象外の人でも、麻しん
の予防接種を受けたことのない人や麻し
んにかかったことがない人は、かかりつ
け医に相談し、接種を受けることをお勧
めします。
※くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

保健所からのお知らせ

■女性のための健康相談（予約制）
　更年期障害など女性特有の症状、
心や体の悩み、不安についての相談
に産婦人科医師が応じます。電話で
の相談も随時行っています。
期日と会場

 6月12日（火）…印旛保健所成田支所
10月16日（火）…保健福祉館
 2月19日（火）…印旛保健所成田支所

時間＝午後1時15分～3時
※ 申し込みは印旛保健所成田支所
（☎26-7231）へ。印旛保健所で
も毎月相談を行っています。
■不妊相談センター（予約制）
　不妊で悩む夫婦などに不妊治療に
関する情報提供や不妊に関する医療
面・精神面での相談に医師・助産師・
保健師が応じます。
期日と会場

 6月14日（木）…印旛保健所成田支所
 6月19日（火）…印旛保健所（佐倉市）

時間＝午後2時～4時
※ 申し込みは印旛保健所地域保健福

祉課（☎043-483-1134）へ。

広報なりた2007.6.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です��



選挙人名簿の縦覧
（7日まで／市役所4
階選挙管理委員会）

日

 　

成人検診（P22）
食品衛生法定講習会
と検便（午後1時・保
健福祉館大栄分館）

歯の健康相談（P22）
親子であそぼう会

（P22）

1 歳 6 カ 月 児 健 診
（P22）

定例市議会開会
0・1歳のおはなし会

（P21）
身体測定（P22）

春の発表展示会発表
の部（P18）
子育てひろば（P22）

春の発表展示会展示
の部（P18）
なりたファミリー・サ
ポート・センター入会
説明会（P23）

パブリックコメント
「環境基本計画」・「一
般廃棄物処理基本計
画」（P7）

梅料理講習会・健康教
室（P21）
読み聞かせ（P22）

女性の検診（P22）
フォークダンス教室

（P20）
トレーニング・DAY

（P19）

成田国際高校吹奏楽
部定期演奏会（午後2
時・国際文化会館、17
日は午後1時）

成田市民劇団説明会
（P19）

　 4カ月児育児相談・
親子であそぼう会

（P22）

10カ月児育児相談
（P22）

成田市消防操法大会
（午前8時30分・北羽
鳥多目的広場）

教科書展示会（7月3
日まで・中央公民館）
成田市都市計画素案
の縦覧（P14）

さつき花季展（午前
8時30分・市役所1階
ロビー）
水道水の排水作業

（P13）

大栄地区の市外局番
が「0478」から「047
6」に変更
祇園祭写真コンテス
ト作品展示（P18）

 パ ソ コ ン 講 習 会
（P20）

男女共同参画週間
（P14）
手賀沼周辺方面史跡
めぐり（P19）
ボランティア入門セ 
 ミナー（P20）

市民テニス教室（午
後5時30分・中台テ
ニスコート）
プール教室（午前9時
45分・大栄B&G海洋
センター）

献血（P22） 　竹細工に挑戦（午前
9時50分・子ども館）

 

　

読み聞かせ（P22）

 　

　 

草履作り教室（下記）
3歳児健診（P22）

第1回男女共同参画
セミナー（P14）
献血（午前10時・JR成
田駅東口）

親子ゆかた着付け教
室（P21）
セカンドライフ支援
セミナー（P20）

　

　

　 

夏至

　 　
　　

　

 

　

県住宅用火災警報器
普及促進デー（P2）
人権擁護委員の日

（P13）

芒種

県民の日
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隊列を整えて
一斉に放水

成田市役所本庁舎（行政棟、議会棟、
消防本部、成田消防署）はISO14001
の認証登録を受けています。

06ER・586

　皆さんのお宅では、住宅用火災警報器の設置は済みましたか。火災は家ばか
りでなく、家族の大切な思い出まで奪う恐ろしい災害。起こさないことが第一
ですが、万一の場合にはまず命を守ることが大切です。ホームセンターや電気
店にはさまざまな機種が並んでいます。それぞれの家にあった警報機が必ずあ
るはずですので、早めの設置を考えてみてはいかがでしょうか。

編集後記

総人口　 122,860人　（+629）
　男　　　62,116人　（+420）
　女　　　60,744人　（+209）
総世帯　　51,127世帯（+598）

市の人口
4月末日現在（　）内は前月比

日時＝6月28日（木）・29日（金） 午後1時～5時
会場＝橋賀台公民館（駐車場はありません）
対象と定員＝成人・10人（先着順）
参加費＝100円（教材費）
持�参するもの＝布（木綿）・はさみ
申�し込み方法＝午前

9時～午後5時に
直接または電話で
橋賀台公民館（☎
26-9695、月曜日 
は休館）へ

※くわしくは同館へ。

リサイクル布を使って
「草履作り教室」日は28・29

色とりどりの布草履


